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第２２期 第３１回青森県西部海区漁業調整委員会議事録 

 

１ 日 時   令和６年３月５日（火）午後１時３０分 

 

２ 場 所   青森市新町１丁目１１－２２ 

アラスカ会館 ２階「ガーネット」 

 

３ 出席者 

 

 
区  分 職      名 氏   名 

委   員 会  長 

会長代理 

委  員 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃  

  〃 

〃 

  〃 

〃 

〃 

  〃 

欠席委員  

〃 

冨 田  重  基 

立 石 政 男 

古 川  今日志 

福 田 隆 一 

西 﨑 昭 一 

田 村 義 夫 

柴 田 武 信 

山 本 幸 宏 

尾 野 明 彦 

野 土 一 公 

堀 内 精 二 

黒 滝 洋 子 

竹ヶ原  公 

佐々木 信 昭 

東   信 行 

事 務 局 事務局長 

主任専門員 

 非常勤事務員 

長 根 幸 人 

八 島  美奈子 

鳴 海 留美子 

県   側 

 

水産振興課       副 参 事 

          総括主幹 

           技  師 

下北地方水産事務所  副所長 

三 橋 潤一郞 

山 形 呈 太 

澤 田  篤 

泉 田 哲 志 
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４ 提出議案 

議案第１号：漁業許可の制限措置の内容等について（諮問） 

議案第２号：漁業権一斉切替えに伴う免許について（諮問） 

議案第３号：特定水産資源（すけとうだら太平洋系群及びするめいか）に関する 

     令和６管理年度における青森県の知事管理漁獲可能量の設定につい 

     て（諮問）  

 

５ 審議結果 

第１号議案：諮問予定案件が取り下げられた。 

第２号議案：原案どおり答申することに決定された。 

第３号議案：原案どおり答申することに決定された。  
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６ 議事の経過 

 

会 長 

それでは、ただ今から、第２２期第３１回青森県西部海区漁業調整委員会を開催い

たします。 

委員会開催の御案内を申し上げたところ、委員の皆様には、御多忙の中、御出席を

いただき誠にありがとうございます。 

本日の委員会は、先ほど事務局から説明があったとおり、議題として、議案３件、

報告事項２件が予定されていますので、委員各位の御協力と県の適切な御助言をいた

だきながらスムーズに進めて参りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 本日は、委員数１５名のところ、過半数を超える１３名の委員の御出席をいただい

ておりますので、漁業法第１４５条第１項の規定に基づきまして、本委員会は成立し

ております。 

次に、委員会規程第１３条第２項の規定により、議事録署名人を選出したいと思い

ますが、これまでの慣例により、私から指名してよろしいでしょうか。 

 

委 員 

（「異議なし」の声あり。） 

 

会 長 

ありがとうございます。 

それでは、今回の議事録署名人といたしまして、福田委員と堀内委員の両名を指名

しますので、よろしくお願いいたします。 

早速、議題に入ります。 

議案第１号「漁業許可の制限措置の内容等について（諮問）」を議題に付します。 

事務局から説明をお願いいたします。 

 

長根事務局長 

それでは、説明いたします。 

 議案第１号資料を御覧ください。 

 これは、県農林水産部水産局水産振興課長からの通知文です。 

 件名及び本文を読み上げます。 

 諮問予定案件の取り下げについて。 

 令和６年３月５日に開催される青森県西部海区漁業調整委員会において諮問を予定

していた漁業の許可の制限措置の内容等については、今回の委員会においては諮問し

ないこととしましたので、恐れ入りますが、よろしくお取り計らい願います。 

 以上となりますが、内容は通知文のとおりであり、詳細につきましては、この後、
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県側から説明がありますので、事務局からの説明は以上です。 

 

会 長 

 次に、県から経緯について説明をお願いいたします。 

 

水産振興課 三橋副参事 

 はい、会長。 

 

会 長 

 はい、どうぞ。 

 

水産振興課 三橋副参事 

 それでは、県から、若干の説明をさせていただきます。 

 ３月５日、本日予定しておりました西部海区の方に、海区事務局の方に私共の方か

ら制限措置案を１件かけますよということをお伝えいたしまして、事務局の方から、

会長のお名前で委員の皆様に諮問がありますということで通知されたと。 

 私共の方で制限措置の案の策定まで至らなかったということで、正式に知事から海

区委員長あてに諮問をすることができなかったというもので、急きょ、このように取

り下げますということで、会長の方に通知させていただいたところでございます。 

 会長、委員の皆様、事務局の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしました。おわび

いたします。今後は、その辺、日程とかきちんと、それから各事務所とも連携を密に

して、このようなことがないよう、きちんと諮問していきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 県からの説明は以上でございます。 

 

会 長 

 ただ今、事務局及び県からの説明が終わりましたので、委員各位から何か御質問、

御意見等がございましたらお願いいたします。 

 ございませんか。 

 それでは、特に御質問、御意見もないようですので、今回の議案第１号については、

議案を取り下げることとしたいと思いますけれども、御異議ございませんか。 

 

委 員 

（「異議なし」の声あり。） 

 

会 長 

それでは、議案第１号「漁業の許可の制限措置の内容等について（諮問）」は取り
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下げることとすることを了承いたします。 

なお、県は、漁業許可及び委員会指示依頼に係る案件について、漁業関係者との調

整を確実に行い、以後において委員会の確実な運営に支障を来すことのないように強

く要請いたします。 

次に議案第２号「漁業権一斉切替えに伴う免許について（諮問）」を議題に付しま

す。 

事務局から説明をお願いいたします。 

 

長根事務局長 

 それでは、説明いたします。 

 議案第２号に関連し、当委員会では、これまで漁場計画の変更の事前協議、漁場計

画策定に係る諮問、これを受けての公聴会とその結果取りまとめの協議会を経て、漁

場計画について答申を行ってきました。 

 一方、県では、当委員会、関係団体及び関係機関と一連のやり取りを経て、漁場計

画の内容と申請期間等を公示し、これに基づく免許申請を受けて今回の諮問に至って

おります。 

 議案第２号の資料の１ページ目を御覧ください。 

 これは、県知事からの諮問文です。件名及び本文を読み上げます。 

 漁業権一斉切替えに伴う免許について（諮問）。 

 令和５年１２月１日付けで公示した青森県西部海区漁場計画について、別添一覧表

のとおり免許申請がありましたので、漁業法第７０条の規定により諮問します。 

 以上となりますが、これは、諮問文にあるとおり、漁業法による規定に基づき諮問

があったもので、詳細につきましては、この後、県側から説明がありますので、省略

させていただきます。 

 事務局からは以上です。 

 御審議の方、よろしくお願いいたします。 

 

会 長 

 県から補足説明がありましたらお願いいたします。 

 

水産振興課 山形総括主幹 

 はい、会長。 

 

会 長 

 はい、どうぞ。 
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水産振興課 山形総括主幹 

 それでは、議案第２号について御説明させていただきます。 

 漁業権一斉切替えということで、対象は陸奥湾の沿岸域になります。 

 この区域につきましては、現在の免許の存続期間が今月の３１日までとなっており

ますので、来月、４月１日からの次期免許について諮問させていただきました。 

 資料の一番最後、８ページを御覧ください。 

 参考資料として、これまでの経過等をまとめております。 

 １のこれまでの経過についてですが、ここの表の一番最後になりますけれども、西

部海区漁場計画策定・公表、これが昨年１２月１日になされております。 

 その際に併せて免許申請期間として、１２月１日から今年の１月３１日までを申請

期間として設定したところでございます。 

 ２の申請件数の方に、この期間内になされた申請件数をまとめております。 

 共同漁業権につきましては、計画件数３６件に対し、申請件数も３６件、全て現有

漁業権者からの申請でございます。 

 それから、区画漁業権につきましては、計画件数３９件に対し、申請件数が３９件。

現有漁業権者からの申請が３８件、それから新規で１件の申請となっております。 

 今回の申請につきましては、一つの漁業権に対して、複数の申請がある、いわゆる

競願というものはございませんでした。 

 ３の今後の予定でございますけれども、本日諮問ということで、皆様に御審議いた

だき、その後、答申結果を踏まえまして、内部決裁手続きを経て、４月１日に免許す

るという予定で手続きを進めているところでございます。 

 それでは、申請内容について、簡単に説明させていただきます。 

 資料、戻りまして２ページを御覧ください。 

 免許申請内容の一覧についてでございますが、計６枚ございまして、共同漁業権が

上３ページ、区画漁業権分が次の３ページとなります。 

 表の左の方から、公示番号、漁業種類、申請者、申請者住所、申請年月日及び受付

年月日、それから漁業法第７２条２項に規定する適格性の有無、一番右が水協法第  

５０条に規定する特別決議の有無ということで、申請にあたっての要件を満たしてい

るかどうかをまとめております。 

 表中の左から５列目になりますけれども、申請年月日、受付年月日を記載している

欄でございますが、記載のとおり、全ての申請が１月３１日までに届いております。  

 ということで、全ての申請が期限内になされているということになっておりました。 

 それから、その右の列に記載している、適格性の有無についてでございますが、こ

れは二つございまして、漁業権の関係地区内に各申請者である組合の地区が含まれて

いるかどうかというのが１点。それから、組合員のうち、漁業権の関係地区内に住所

を有し、１年に９０日以上、沿岸漁業を営む者の属する世帯が関係地区内に住所を有

し、１年に９０日以上、沿岸漁業を営む者の属する世帯の３分の２以上であるか。 
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ということが二つ目の要件ということで、いずれの要件もクリアしているかどうか

を審査しているわけでございますが、全ての申請にマル印を表記しておりますとおり、

いずれの申請につきましても、この適格性の要件は満たしておりました。 

 それから、一番右なんですけれども、水協法の特別決議の有無でございますが、漁

業権の取得につきましては、特別決議事項とされておりまして、総会において、正組

合員の過半数が出席のうえ、出席した正組合員の３分の２以上の賛成をもって決議す

ることが必要となります。 

 今回の申請につきましては、一番右の列にマル印、これは全ての申請についてマル

印の表記がなされておりますけども、いずれも適法な決議がなされていたということ

を確認しております。 

 以上のことから、陸奥湾沿岸域に係る漁業権につきましては、全て申請期間内に適

正な手続きを経た上で免許申請がなされておりましたので、県としては、申請どおり

免許すべきが相当と考えているところでございます。 

 説明の方は以上でございます。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

会 長 

 ただ今、県からの説明が終わりましたが、委員各位から何か御質問、御意見等がご

ざいましたらお願いいたします。 

 ございませんか。 

 

委 員 

（「ありません」の声あり。） 

 

会 長 

 特に御質問、御意見もないようですので、諮問どおりとすることといたしたいと思

いますけれども、御異議ございませんか。 

 

委 員 

（「異議なし」の声あり。） 

 

会 長 

 それでは、議案第２号は、諮問どおりと決定し、県知事に答申することといたしま

す。 

 なお、答申文の内容等については、本職に一任願います。 

 次に議案第３号「特定水産資源（すけとうだら太平洋系群及びするめいか）に関す

る令和６管理年度における青森県の知事管理漁獲可能量の設定について（諮問）」を
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議題に付します。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

 

長根事務局長 

 それでは、説明いたします。 

 議案第３号につきまして、資料を御覧願います。 

 県知事からの諮問文です。 

 件名及び本文主要部分のみ読み上げます。 

 諮問書、特定水産資源（すけとうだら太平洋系群及びするめいか）に関する令和６

管理年度における都道府県別漁獲可能量の当初配分について、令和６年２月１３日付

け５水管第３０４８号で農林水産大臣から通知があったため、漁業法第１６条第１項

に掲げる知事管理漁獲可能量を別添のとおり定めることとしたいので、同条第２項の

規定に基づき、貴委員会に意見を求めます。 

 以上となりますが、諮問に至った経緯等につきましては、この諮問文のとおりであ

り、今回の諮問は、国から示された数量を本県漁獲可能量としてよろしいか、意見を

求めているものであります。 

 詳細につきましては、この後、県側から説明がありますので、省略させていただき

ます。 

 事務局からは以上です。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

会 長 

 それでは、次に県から説明をお願いいたします。 

 

水産振興課 澤田技師 

 はい、会長。 

 

会 長 

 はい、どうぞ。 

 

水産振興課 澤田技師 

 すけとうだら太平洋系群及びするめいかに関する令和６管理年度における青森県の

知事管理漁獲可能量の設定について、補足説明いたします。 

 まず、最初に３ページ目を御覧ください。 

 令和６年２月１３日付けで農林水産大臣から、本県に該当するものとして、すけと

うだら太平洋系群及びするめいかに関する令和６管理年度における都道府県別漁獲可

能量の当初配分が通知されました。知事管理区分に配分する数量、いわゆる知事管理
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漁獲可能量については、漁業法第１６条第１項において、県資源管理方針に則して定

めることとなっており、同条第２項の規定により、知事管理漁獲可能量を定めようと

する時は、関係海区漁業調整委員会の意見を聴かなければならないこととなっており

ますので、貴委員会へ諮問するところです。 

 ２ページ目を御覧ください。 

 こちらは、知事管理漁獲可能量の設定案です。 

 今般、本県の知事管理漁獲可能量を設定するのは、本県に数量配分のある、すけと

うだら太平洋系群及びするめいかとなります。 

 また、すけとうだら太平洋系群及びするめいかについての数量配分は、現行水準と

なります。これは、各魚種の配分数量を示さず、目安数量を示すことで、県の資源管

理方針である、青森県において水産資源の保存及び管理を行うための方針に基づき、

漁船隻数を漁獲努力量として定めたうえで管理を行うものになります。 

 ３ページ目にある国からの通知では、目安数量も示されております。 

 この数量を超えたとしても、採捕停止命令等はかかるものではありませんが、県か

ら助言・指導等を行う場合がありますので、その点も御理解ください。 

 以上が、知事管理漁獲可能量の設定についての説明になります。 

 御審議のほど、よろしくお願いします。 

 

会 長 

 ただ今、事務局及び県からの説明が終わりましたので、委員各位から何か御質問、

御意見等がございましたらお願いいたします。 

 ございませんか。 

 

委 員 

（「ありません」の声あり。） 

 

会 長 

特に御質問、御意見等もないようですので、議案第３号については、諮問どおりと

決定することといたします。 

なお、答申文の内容等については、本職に一任願います。 

これで議案を終了し、報告事項に入ります。 

 まず、①の「資源管理の状況等の報告について」を県から説明をお願いいたします。 

 

水産振興課 山形総括主幹 

 はい、会長。 
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会 長 

 はい、どうぞ。 

 

水産振興課 山形総括主幹 

 それでは、報告資料１、資源管理の状況等の報告について、御説明させていただき

ます。 

 これ、昨年も行っているんですけれども、漁業法の規定によりまして、漁業権の免

許を受けている者は、毎年、その行使の状況を県に報告することとなっております。 

 その報告があった内容につきまして、県から海区漁業調整委員会の方に報告するこ

ととなっておりますので、今回、報告している次第でございます。 

 この報告のあった内容に基づきまして、県の方では、免許された漁場が適切かつ有

効に活用されているかどうかといったあたりを判断しまして、漁業権切替えに係る計

画作成の際には、この情報を基にいろいろと検討していくということになっておりま

す。 

 報告資料の２ページ目以降につきまして、今回、漁業権者である漁協等から、期間

につきましては、令和４年分ということになるんですけれども、令和４年分というこ

とで報告があったものでございます。 

 大変恐れ入ります、非常に細かい表となっておりますが、西部海区の全漁業権につ

いての一覧となっております。 

 ２ページから５ページまでが、共同漁業権分、６ページにつきましては、区画漁業

権、７ページにつきましては、定置漁業権となっております。 

 基本的には、各漁業権の漁業種類ごとに一行とって、その報告内容を載せているん

ですけれども、第一種共同漁業権につきましては、種類が、漁業種類が非常に多いと

いうことがありまして、まとめて採介藻として、延べの操業日数、漁獲量という形で

まとめさせていただいております。 

 非常に細かい表となっており、恐れ入りますが、後ほど個々に御確認いただければ

と思います。 

 県からの説明は以上のとおりでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

会 長 

 ただ今、県からの報告が終わりましたので、委員各位から何か御質問等がございま

したらお願いいたします。 

 ございませんね。 

 

委 員 

（「ありません」の声あり。） 
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会 長 

 それでは、質問がないようですので、続いて、②の「第４３回日本海・九州西広域

漁業調整委員会及び第３１回日本海北部会の概要について」を事務局から報告をお願

いいたします。 

 

長根事務局長 

 それでは、説明いたします。 

 まず、１ページ目を御覧ください。北部会からの説明をいたします。 

 第３１回日本海北部会の概要になります。 

 開催日時は、令和６年２月２１日水曜日、場所は、新橋において行われました。 

 傍聴者として、事務局長、八島主任専門員の２名が出席しております。 

 会議の概要になりますけども、広域魚種の資源管理について、日本海北部のマガレ

イ、ハタハタ、スケトウダラ、日本海北部系群についての報告がありました。 

 各魚種についての状況は、記載のとおりですが、ハタハタにつきまして、山形県か

らこの資源状況から今の管理状況でよろしいのかどうかという質問がありました。 

 次に２ページ目を御覧ください。 

 第４３回日本海・九州西広域漁業調整委員会の概要になります。 

 開催日は、令和６年２月２２日木曜日、場所は、新橋で行われております。 

 出席者は、傍聴者として八島主任専門員が出席しております。 

 概要につきましては、（１）太平洋クロマグロの遊漁に関する委員会指示、これに

つきまして、原案どおり委員会指示を発動することを決定しております。 

 これまでの変更点等につきましては、まず、有効期間につきましては、令和６年４

月１日から７年の３月３１日まで。 

 改正の内容になりますけども、採捕の報告期限、現行の５日から３日に改めており

ます。 

 加えて、違反者への対応方針の改正が行われております。 

 委員会指示違反が確認された場合、直ちに裏付け命令の申請ができるように、違反

者に対して対応するように改めております。 

 以下、（２）から（４）につきましては、省略させていただきます。 

（５）のその他になりますけれども、ＴＡＣ魚種の拡大に向けた検討が行われてお

ります。時期につきましては、記載のとおりです。 

 次に②になりますけれども、令和６年度の資源管理関係の予算については、記載の

とおりとなっておりますが、これは、あくまでも当初予算の要求額ということになり

ます。 

 国会で、審議、決定された後に、また補正予算等によって追加される場合がござい

ますので、記載の内容は、あくまでも要求額ということになります。括弧は、前年度

の予算額ということになります。 
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 事務局からは以上です。 

 

会 長 

 事務局からの報告が終わりましたので、委員各位から何か御質問等がございました

らお願いいたします。 

 ございませんか。 

 特に御質問等もないようですので、これで議事を全て終了し、これをもちまして、

第２２期第３１回青森県西部海区漁業調整委員会を閉会いたします。 

 

 

 

 

 

終了 午後１時５６分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




